
種別 意見 協議会における担当課の回答 課題解決に向けた方向性や取組内容 令和６年７月末時点での進捗 令和７年２月末時点での進捗

1
障がい児から障がい者への移行
【令和５年度第１回協議会】

【繁治委員】
障がい児・者連携にあたって、スムー
ズな移行に関する協議を進めてほし
い。
【野口委員】
在学中は学校が中心となり手厚い支援
体制があるが、支援者と繋がらない、
繋がっていない方は卒業後はどこが中
心となるかが不明確である。

幅広に意見交換できる場を設定する方向
で、プロジェクトチーム等、協議の場に
ついて、関係機関で検討する。

障がい児・障がい者における関係者
による意見交換の場を設け、今後の
展開について整理する。

令和6年3月25日に意見交換会を行い、
（資料３参照）
令和6年7月31日に意見交換会開催（口
頭にて詳細説明）

令和6年11月に就労移行支援事業所、就労
継続支援B型事業所、生活介護事業所に対
して、「支援学校からの受入れに関する
実態調査」を行った。
次回（日程調整中）で、最終のまとめに
向けて意見交換会を実施予定。
まとめのイメージとしては、フロー及び
分岐点ごとの各関係機関の役割を確立
し、関係事業者等へ周知するものであ
る。

2
包括ケアシステムの構築（精神）
【令和５年度第１回協議会】

【明石委員】
地域移行部会の退院促進について、ピ
アサポーターの役割を、退院促進のみ
ではなく、障がい特性に関わらず、当
事者として活躍できるものにすればよ
いのではないか。

地域移行部会において取り上げてい
く。

地域移行部会において、ピアサポート
コーディネーターの方から意見聴取を
行った。

引き続き検討していく。

3

事業者が主体となって、サービス
の質向上を目指した基盤整備を進

めていける体制づくり
【令和５年度第３回協議会】

【清水委員】
地域を基盤とした相談支援体制をつく
り、事業者の「地域を見る目」を育
て、個別の支援から地域の支援へと目
を向け、他事業者との連携・協力の中
で、各々が支援の質向上を目指せるよ
うな仕組みとして、事業所が運営主体
となる相談支援事業所連絡会を実施し
てほしい。

相談支援部会を中心に、事業者の主
体性を高める仕掛けを行う。事業者
から吸い上げた課題をもとに、他
サービス事業者との連携やサービス
の質の向上のための勉強会など、必
要な取組みが何なのかを事業者が考
え、企画し、進めていけるように、
運営手法の見直しを行う。

検討中

4
各部会の連動性

【令和５年度第３回協議会】

【繁治委員】
和泉市内の就労系サービス事業所が多くなっ
てきており、その事業所すべてを計画相談員
が把握することは困難である。そのため、就
労系サービス事業所からも情報を発信できる
取組みとして、以前実施したような就労支援
部会と相談支援部会がコラボし、情報交換で
きる場が必要である。

相談支援専門員が就労支援事業所に対し求
めること（知りたいこと）、また就労支援
事業所が情報交換のポイントとするところ
を各部会代表を中心に整理し、内容をすり
合わせの上、企画・実施していく。

検討中

5
ココスル等の発信

【令和５年度第３回協議会】

【繁治委員】
ココスルをより地域に向けて、周知してほし
い。
【山本委員】
就労継続支援Ｂ型事業者が提供している物販
や役務提供を市民の方に知っていただくよう
な取組みを検討してほしい。

ココスルに事業所が提供できることを載せてい
る。
しかし、より多くの人に見ていただけるように
周知していく必要があると感じている。

ココスルに、障がい福祉サービスや制度だ
けでなく、地域のインフォーマルな資源等
も掲載されていることを地域住民に周知し
ていく。
また、就労継続支援B型の物販や役務提供に
ついても地域住民に周知していく。

和泉市内の精神科クリニックへココスルのチ
ラシを掲示してもらうよう依頼した。
また、7月17日、和泉市民生委員児童委員協議
会にてココスル及び物販等についての周知を
行った。
今後も、各部会の動向や必要性を見ながら、
基幹相談支援センターが随時ココスル及び物
販等の周知を行い、認知度の向上につなげて
いくものとする。

就労支援部会において、作業役務のチラシを作成
し、チラシの広め方について検討を行った。（事
業所への訪問者やイベント時に配布）授産製品
チームでは、実際に製品を手に取ってもらえるよ
うな工夫について検討され、１月より北部総合福
祉会館内のショーケースで展示を開始している。
ココスルについてもインフォーマルも含めた社会
資源を見つけやすくするための機能追加を進めて
いる。随時部会の取組みを中心に周知の機会を活
用出来るようにしている。

令和６年度障がい者地域自立支援協議会　意見まとめ

今年度、機能強化型サービス利用支援費
取得事業者の役割について整理を行い、
相談支援体制の充実に向けて、相談支援
事業者が主体的に参画する体制について
意見交換を行っている。相談支援体制の
充実に関する取組みや相談支援部会以外
の専門部会への参加及びその他基幹相談
支援センターが行う取組みに対する積極
的な協力もそのひとつして挙げられてい
る。
２月に実施したプロジェクトチームの取
組み「サービス管理責任者等研修フォ
ローアップ研修」では、担当者会議の
ロールプレイングに機能強化の事業所が
相談員役として参加するなど、運営に協
力を得た。次年度も各部会同士連動して
の取組みや事業者主体の企画・実施につ
いて、しかけを行っていく予定。

資料１
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資料１

6
ココスルにおける情報掲載の

あり方
【令和６年度第１回協議会】

【南委員】
利用者やご家族が事業所を探す際に、対応可
能な内容や時間毎の空き状況といった細かな
情報を必要としている。限られた情報だけで
はスムーズにサービスにつながりにくさがあ
るため、ココスルに掲載する情報について更
に幅を広げて活用し易くしてほしい。（具体
的には、居宅介護事業所の時間毎の空き状
況）

ココスルの機能的には可能であり、非公開では
あるが試験的にページを作成済である。しか
し、他の基本情報等と一緒になかなか事業所に
よる更新がされていない現状があり、公開して
も真に活用できる情報になりにくいというとこ
ろは課題と感じている。

事業所側の意見も伺いながら、情報掲載の
あり方については継続して検討していく。

7
部会間の連動・連携について
【令和６年度第１回協議会】

【西中委員】
各部会において対象とする方に対しそれぞれ
が行っている支援や取組みについて、他部会
と連動・協力していけば、必要な人に情報が
届き支援につながったり、取組みに対する工
夫などをそれぞれの視点でもちよることが出
来、更につながれる人、活用できる人が増え
る。

協議会委員（相談支援部会・地域移行部会・地域
生活支援拠点部会・就労支援部会の各代表、泉州
北障害者就業・生活支援センター　センター長）
と意見交換会を実施した。資料４にて報告。

【副市長より前回の講評】
課題に対して、どこが主体となって解決に向けて議論していくのかをしっかりと整理し、進捗状況の見える化をしていく必要がある。
→意見まとめにて、これまでの意見や課題解決に向けた取組内容、進捗状況を記載し、見える化を図った。
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